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家畜育種学 I
口田圭吾（帯広畜産大学）

魚病学
児玉　洋（大阪府立大学）

解剖学(神経系）
中島　崇行（大阪府立大
学）

バトル解剖学
昆　泰寛（北海道大学）

発生学
昆　泰寛（北海道大学）

セルフ解剖学
昆　泰寛（北海道大学）

生理学
葉原　芳昭（北海道大学）

生化学
木村　和弘（北海道大学）

薬理学
日本比較薬理・毒性学会

臨床薬理学
伊藤　茂男（北海道大学）

免疫学
大橋　和彦（北海道大学）

寄生虫・寄生虫病学
片倉　賢（北海道大学）

動物実験の実践倫理 内科学
滝口　満喜（北海道大学）

外科学
奥村　正裕（北海道大学）

病理学・各論 病理学・総論
中山　裕之（東京大学）

血液病学
稲葉　睦（北海道大学）

放射線学
稲波　修（北海道大学）

毒性学
石塚　真由美（北海道大
学）

野生動物学
坪田　敏男（北海道大学）



ウシ副鼻腔の模式図を示す。矢印は何か。

 蝶形骨洞
 涙骨洞
 後前頭洞
 口蓋洞
 上顎洞

発生学１・始原生殖細胞の由来、精子発生と卵子発生、および受精と卵割

1 始原生殖細胞について正しいのはどれか。

 始原生殖細胞は、栄養膜の外胚葉に出現する。
 始原生殖細胞は、羊膜の中胚葉に出現する。
 始原生殖細胞は、絨毛膜の胚性外胚葉に出現する。
 始原生殖細胞は、尿膜の胚外内胚葉に出現する。
 始原生殖細胞は、卵黄嚢の胚性内胚葉に出現する。

1点

2 精子と卵子の形成について正しいのはどれか。

 閉鎖卵胞は黄体となる。
 雌雄ともに生前に減数分裂を終了する。
 成熟精子は豊富な粗面小胞体を持つ。
 原始卵胞は明瞭な透明帯を持つ。
 Ａ型精祖細胞は有糸分裂する。

1点
37人中1～37人

・教材の締め切り以降に提出した日時が赤く表示されます。
・氏名をクリックすると詳細採点画面が表示されます。
・各タイトルをクリックするとデータをソートできます。

 

番号 |  氏名 得点 受講回数 最高点 採点日時 完了日時 偏差値

9 点 (100 %) 2 9 -- 1月16日(木) 11:34 54.5

9 点 (100 %) 5 9 -- 1月18日(土) 22:13 54.5

9 点 (100 %) 5 9 -- 1月21日(火) 12:17 54.5

9 点 (100 %) 1 -- -- 1月23日(木) 11:49 54.5

9 点 (100 %) 2 9 -- 1月24日(金) 23:12 54.5

9 点 (100 %) 2 9 -- 1月26日(日) 21:46 54.5

9 点 (100 %) 3 9 -- 1月30日(木) 15:44 54.5

9 点 (100 %) 1 -- -- 1月30日(木) 20:53 54.5

6 点 (67 %) 1 -- -- 1月31日(金) 22:09 42.5

9 点 (100 %) 2 9 -- 2月1日(土) 14:25 54.5

9 点 (100 %) 1 -- -- 2月2日(日) 00:13 54.5

9 点 (100 %) 7 9 -- 2月2日(日) 19:18 54.5

9 点 (100 %) 1 -- -- 2月3日(月) 00:27 54.5

1 点 (12 %) 2 1 -- 2月3日(月) 16:46 22.5

9 点 (100 %) 2 9 -- 2月3日(月) 19:26 54.5

9 点 (100 %) 3 9 -- 2月5日(水) 10:58 54.5

8 点 (89 %) 2 8 -- 2月5日(水) 16:11 50.5

発生学> 発生学１・始原生殖細胞の由来、精子発生と卵子発生、および受精と卵割 - 受講者別一覧  採点トップへ戻る

•

•
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お知らせ ・平成24年度北海道大学公開講座等開設一覧

北大時報
Hokkaido University News

平成24年

No. 697　April 2012

4
平成24年度入学式の挙行
本学永年勤続者表彰に126氏



連携協定締結後の記念撮影
伊藤研究科長（左），金澤標津町長（右）

■部局ニュース

獣医学研究科・獣医学部が標津町と連携協定を締結

　獣医学研究科・獣医学部と根室管内
標津町は，野生動物の生態・保護管
理・環境保全の研究，家畜の獣医療・
飼養管理による地域貢献，学生実習・
公開講座等の人的交流・人材育成など
に協力して取り組むため，3月10日
（土）に連携協定を締結しました。
　標津町と本研究科との関係は，平成
22年頃から携帯電話を活用したGPS発
信機によるヒグマの行動追跡調査で，
獣医学研究科の坪田敏男教授らの研究
グループが調査を開始したことに始ま
り，以来，同教授らが中心となって研
究者・学生の研究交流が続いてきまし
た。
　当日は，標津町生涯学習センターに
おいて調印式が執り行われ，金澤　瑛

標津町長，伊藤茂男獣医学研究科長か
ら挨拶がありました。引き続き，記念
セミナーが開催され，NPO法人南知
床・ヒグマ情報センターの藤本　靖氏
による「ADPS※・プロジェクトの概
要及び報告＆ヒグマの捕獲方法と標津
町での行動パターン」，株式会社NTT
ドコモ北海道支社の村上俊介氏による
「動物用GPS発信機開発の苦悩と今後
の可能性」，坪田教授による「ヒグマ
捕獲時の麻酔処置とADPSを利用した
行動追跡」の講演が行われました。
　今後も野生動物の生態調査や大動物
家畜の臨床分野において，同町と当研
究科とのさらなる連携が期待されてい
ます。

※ADPS：Animal Direct Position System
クマに携帯電話を改良したクマ
用発信機を装着し，リアルタイム
でクマの居場所を特定する手法。

（獣医学研究科・獣医学部）
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平成 22年度入学者向け





平成 23年度入学者向け



平成 24年度入学者向け



平成 25年度入学者向け



平成 22年度入学者向け
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平成 23年度入学者向け
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応用動物衛生学
動物衛生学実習
環境衛生学
人獣共通感染症学
獣医疫学
獣医疫学演習

獣医公衆衛生学
獣医公衆衛生学実習
食品衛生学
食品衛生学演習
食品衛生学実習
基礎動物衛生学

原虫病学
魚病学
野生動物学
基礎毒性学・環境毒性学
応用毒性学
毒性学実習

平成 24年度入学者向け
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応用動物衛生学
動物衛生学実習
環境衛生学
人獣共通感染症学
獣医疫学
獣医疫学演習

平成 25年度入学者向け





獣医学共用試験委員会
｜トップページ｜サイトマップ｜プライバシー

ポリシー｜

概要について

vetCBTについて

vetOSCEについて

委員長あいさつ

目的・事業

活動報告

組織図

委員会構成

会員名簿

2014/9/21
活動報告のページに会議資料を掲載しました。

2014/6/18
日本獣医生命科学大学においてvetOSCEプレトライアルを実施しました。

2014/4/21
活動報告のページに会議資料を掲載しました。

2014/3/4
麻布大学においてvetCBTトライアルを実施しました。

2014/3/4
日本獣医生命科学大学においてvetCBTトライアルを実施しました。

▲ページ上部に戻る

獣医学共用試験委員会
代表：北里大学獣医学部　　〒034-8628　青森県十和田市東23番町35-1　
電話：0176-23-4371　FAX：0176-23-8703

2015 Copyright © 獣医学共用試験委員会
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授業検索授業検索

 スケジュール編集スケジュール編集

学生用画面（北大）学生用画面（北大）

学生用画面（畜大）学生用画面（畜大）

教員向けお知らせ教員向けお知らせ

学生向けお知らせ学生向けお知らせ
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授業評価の総合評価　学部別の評点平均値
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北大時報
February 2011
No.683

平成2 3年

「森のたんけん隊2011冬」（2011. 1 .13～14，関連記事26頁に掲載）

2
鈴木　章 名誉教授に
内閣総理大臣から感謝状授与

北海道大学一般入試の志願状況

お知らせ
●過半数代表候補者の決定
●国立女性教育会館所蔵図書の貸出サービス実
施中



部局ニュース

18－　　－

北大時報No.683

（獣医学研究科・獣医学部）

畜大獣医学共同教育課程のアウトライン－実行
教育課程表を中心に－」について本学の木村和
弘獣医学部教務委員長・帯広畜産大学の倉園久
生教授が講演しました。ここでは，両大学が同
じ到達目標を掲げ，共通認識をもって共同教育
課程を進めて行くことの問題点・改善点につい
て多くの意見が発せられました。
2日目には，基礎系・病態系・応用系・臨床

系のグループに分かれ，科目名，科目責任者・
分担者，単位数，開講時期およびシラバスにつ
いて検討がなされました。その後，検討結果を
各自から報告し，合意した点および問題点の洗
い出しを行いました。この間，事務職員も一般
教養教育科目の位置付け，それぞれの大学が担
う事柄，さらには運営組織の設置について積極
的に議論がなされました。最後に，本教育課程
実施に向けて準備会が発足され，今後中心的に
活動して行くこととなりました。
なお，本FDSDは平成22年度総長室事業推進
経費によるプロジェクト研究「獣医学共同教育
課程実施に向けての共通FDシステムの開発」に
よって行われたものであることを付記します。

獣医学部で「北海道大学・帯広畜産大学獣医学
共同教育課程実施に向けてのFDSD交流会」を開催

獣医学部では， 1月21日（金），22日（土）
にかけて，「北海道大学・帯広畜産大学獣医学
共同教育課程実施に向けてのFDSD交流会」を
音更町十勝川温泉笹井ホテルトレディングホー
ルにて開催しました。
本研修会は，共同教育課程実施に係る教職員総
勢71名が一同に会し，1）共同教育課程実施に向
けての共通認識，2）共同教育課程実施に向けて
の進捗状況報告と情報交換，および3）共同教育
課程準備会の発足を目的に行いました。
最初に登壇した帯広畜産大学の長澤秀行学長
から，FDSD交流会にあたって歓迎の挨拶があ
り，本課程実施に向けての決意を表しました。
次に，カナダオンタリオ州立ゲルフ大学獣医学
部の山城茂人教授をお招きし，「カナダの獣医
学教育について学ぶ」と題し，ご講演をいただ
きました。その後，両大学獣医学部（課程）の
組織運営の違いについて，本学の昆泰寛副研究
科長と帯広畜産大学の北村延夫ユニット長が説
明を行いました。
次に，「共同教育課程の趣旨－共通認識の必
要性と両大学間話合いの全過程－」について本
学の伊藤茂男研究科長が話し，さらに「北大帯

初日の講演の様子 参加者で記念撮影

講演する木村獣医学部教務委員長と
帯広畜産大学・倉園教授

2日目のグループ討論







北大時報 平成26年

No. 721　April  2014

4

お知らせ
・附属図書館（本館・北図書館）朝８時開館の正式運用について
・平成26年度 人間ドックの実施について

平成26年度入学式の挙行
「教育総長賞・研究総長賞」表彰式を挙行
「教育研究支援業務総長表彰」表彰式を挙行
本学永年勤続者表彰に112氏



全体ディスカッションの様子

平成25年度北海道大学・帯広畜産大学共同
獣医学課程共同FDの開催

　3月7日（金）・8日（土）に栗山
町ホテルパラダイスヒルズを会場とし
て，平成25年度北海道大学・帯広畜産
大学共同獣医学課程共同FDならびに
共同獣医学課程協議会を開催しまし
た。当初の予定を大幅に超え，本学獣
医学部教職員50名，帯広畜産大学教職
員31名の総勢81名が参加することとな
り，部屋が足りずに一部教員は宴会場
に布団を敷いての宿泊となるほどでし
た。全体ディスカッションでは，今年
度相互提供科目を担当した先生方の体
験談を通して，円滑な教員移動のヒン
ト，共同課程の問題点ならびに次年度

に改善すべき点などを議論しました。
また，成績評価の基準や追加認定試験
の考え方について熱い議論を交わし，
さらには次年度から導入される遠隔授
業システムの概要，学生配属ならびに
共用試験の準備に係る進捗状況が報告
されました。懇親会ではジェスチャー
ゲームで例年以上の盛り上がりをみ
せ，両大学の教職員同士がさらに打ち
解ける絶好の機会となりました。
　翌日は「欧米認証に係る認識と進捗，
そしてゴール」と題し，帯広畜産大学
古林与志安教授が講演し，次年度に
迫った事前サイトビジットまでのタイ

ムスケジュールを認識しました。その
後，個別ディスカッションとして各学
科目教員に分かれ，次年度以降の授業
内容の確認とすり合せを行いました。
ここでは，新たな実習科目の実施につ
いての具体的アドバイス，欧米認証基
準に合致する動物種の追加，札幌と帯
広の地域格差に伴う実習の困難さを補
う方法，成績評価の詳細比較など，多
数の議論と合意がなされました。
　午前10時半より開始された共同獣医
学課程協議会では，平成26年度カリ
キュラム，相互提供科目試験日，進級
学生の決定などが決議されました。ま
た，実行教育課程表の一部見直し案，
進級要件の確認ならびに共用試験の予
定などが報告されました。
　今年度の共同FDは，予算計上が困
難であったため開催しない予定であり
ました。しかし，次年度は両大学間の
相互提供科目が大幅に増えること，ま
た欧米認証に係る工程を理解したいと
いう理由で多くの教員から開催要望が
あり，年明けからの計画で急遽の開催
となりました。FDは教員の義務であ
ります。ぜひとも全学の年間行事とし
て定着させられるよう，大学全体での
支援体制ができることを期待します。

（獣医学研究科・獣医学部）
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 85 80 0.94 

 103 80 0.78 

 65 60 0.92 

 84 60 0.71 

 220 130 0.59 

 160 102 0.64 

 215 106 0.61 
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（北海道大学獣医学部同窓会報　第 56号）




